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研究成果の概要（和文）：本研究ではカンボジアの現代文学作品を収集・翻訳した。カンボジア

のプノンペンを中心に、20 世紀初頭から現在に至るまでの現代文学作品（小説、およびエッセ

ー）を収集し、翻訳権の取得できた作品は日本語への翻訳を行い、また作品をよりよく理解す

るための資料収集、作家へのインタビューを行った。同時に現地調査によりカンボジア国内で

の現代文学の動向を明らかにした。翻訳作品は、『現代カンボジア作家選』として紙媒体、電子

媒体で公開した。 
 
研究成果の概要（英文）：The goal of this study is to collect modern Cambodian literary 
works from the beginning of 20th century up to the present and translate into Japanese 
the works whose translation rights we could get.  In addition, we collected some data 
and information concerning about modern Cambodian literary and interviewed some 
Cambodian writers in order to grasp the trend of the modern Cambodian literary.  We 
published those works translated into Japanese as a book titled “Gendai Kanbojia 
Sakka- sen” and also opened them on the website. 
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１．研究開始当初の背景 四半世紀以上続いた内戦が終結したカン



ボジアが王国として再出発してから 10 数年
が経ち、日本は、カンボジアの和平と復興の
ために協力を続け、現在でも援助の最大出資
国となっている。政府レベルのみならず、
NGO、また研究者によるさまざまな分野の学
術的研究など日本人の活躍はめざましい。ま
たカンボジアを訪れた日本人は外国人観光
客数の中で常に首位を占めるなど、日本人が
カンボジアを知る機会は年々増えていって
いる。 

だがカンボジアの国語はカンボジア語で
あることから、カンボジア語によって書かれ
たものが海外はもちろん、日本に紹介される
ことは非常に少ない。カンボジアへの援助、
学術的研究を行う上で必要となる、カンボジ
アの社会、文化、カンボジア人の考え方、価
値観を知る上で非常に有用となる、カンボジ
アの現代文学について知る機会はほとんど
ない。カンボジアの現代文学に携わっている
研究者は、カンボジア国内でもわずかであり、
日本国内では本研究代表者と研究分担者を
除いて皆無といってもよく、海外でもアメリ
カ、フランス、タイに数名いるだけである。
それらの研究者の努力によって、現代文学作
品は英語、フランス語に翻訳されたものが数
点あるのみで、翻訳作品が発表されることも
ほとんどない。日本では、研究代表者（岡田）
が、民間の財団助成を受けて翻訳出版したも
のと、研究分担者（上田）が、編訳、監修し
たものが、大学内予算で印刷されたものが数
点あるのみである。 

 
２．研究の目的 
本研究では、世界でも知られることの少な

い、カンボジアの現代文学作品を収集し、日
本語へ翻訳、発表する。また同時にカンボジ
ア国内の現代文学の動向を明らかにする。 
 
３．研究の方法 
実際の作品の収集にあたっては、個人の所

蔵、作家、出版社、文学関連諸機関などを、
王立プノンペン大学の文学研究者の協力を
得ながら丁寧にまわった。 

本研究で対象とする翻訳する作品に対し
ては著作権問題に充分留意し、作家や作家の
遺族からの著作権に関する契約を結んだ。ま
た翻訳にあたっては、カンボジアに対する全
般的なかつ広範囲に及ぶ見識が必要になっ
てくるが、英語やフランス語からの二重翻訳
ではなく、カンボジアの文学作品の翻訳に経
験のある研究代表者、および研究分担者がカ
ンボジア語から直接翻訳、監修にあたった。
また読者が作品をより深く理解できるよう
配慮した。同時に現代文学をとりまく状況を
把握するための資料収集、調査研究も行った。   
  
４．研究成果 

カンボジアの現代文学作品を収集・翻訳し

た。カンボジアのプノンペンを中心に、20
世紀初頭から現在に至るまでの現代文学作

品（小説、およびエッセー）を収集し、翻訳

権の取得できた作品は日本語への翻訳を行

いった。 
３回のプノンペンにおける調査を王立プ

ノンペン大学文学研究者との協力により、カ

ンボジア国内での現代文学の動向を明らか

にした。また同時に作品をよりよく理解する

ための資料収集をした。出版社、文学関連諸

機関、作家へのインタビューおよび意見交換

を行った。 
翻訳作品（短編小説６点、エッセー集２点）

は、『現代カンボジア作家選』として紙媒体、

電子媒体で公開した。 
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